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17
年

２
月
　
信
太
　
邦
夫
（
昭
18
）

佐
藤
　
儀
一
（
昭
18
）

佐
藤
甲
子
夫
（
昭
18
）

３
月
　
三
浦
維
四
郎
（
昭
16
）

４
月
　
斎
藤
　
恭
子
（
昭
34
）

鈴
木
　
正
明
（
昭
29
）

吉
川
　
重
久
（
大
15
）

中
野
　
通
男
（
旧
職
員
）

小
西
　
文
男
（
昭
29
）

５
月
　
瀬
谷
　
　
修
（
昭
25
）

大
桃
　
文
夫
（
昭
12
）

山
田
　
浩
司
（
昭
29
）

６
月
　
渡
辺
　
六
郎
（
大
12
）

古
木
　
輝
導
（
昭
17
）

遠
藤
　
三
郎
（
昭
６
）

畠
山
　
一
郎
（
昭
８
）

梅
津
　
達
郎
（
昭
25
）

佐
藤
　
晴
朗
（
昭
29
）

富
樫
　
　
隆
（
昭
19
）

小
松
茂
三
郎
（
昭
13
）

小
仲
　
幸
雄
（
昭
50
）

武
田
　
端
夫
（
昭
32
）

７
月
　
小
玉
　
健
吉
（
昭
12
）

松
倉
庄
右
衛
門
（
昭
２
）

加
藤
久
一
郎
（
昭
31
）

長
崎
五
十
武
（
昭
26
）

有
坂
　
孝
一
（
昭
11
）

池
田
　
柾
博
（
旧
職
員
）

船
木
　
　
茂
（
昭
７
）

玉
谷
　
貞
雄
（
昭
21
）

８
月
　
大
黒
　
　
強
（
昭
34
）

高
橋
　
紘
一
（
昭
34
）

脇
坂
　
憲
雄
（
昭
32
）

佐
藤
　
裕
二
（
昭
19
）

佐
々
木
　
正
（
昭
13
）

仁
井
田
　
勇
（
昭
17
）

佐
藤
　
令
自
（
昭
21
）

伊
藤
　
廣
吉
（
昭
12
）

中
村
　
康
造
（
昭
20

）

谷
内
佐
紀
子
（
旧
職
員
）

９
月
　
楠
見
　
　
清
（
昭
30
）

阿
部
　
武
次
（
昭
６
）

浅
野
　
俊
夫
（
昭
26
）

水
澤
　
研
一
（
昭
25
）

高
橋
　
宣
雄
（
昭
16
）

志
度
　
和
夫
（
昭
23
）

芳
賀
　
忠
正
（
大
15
）

渡
部
　
久
夫
（
昭
33
）

菅
　
丑
之
助
（
昭
18
）

木
元
　
一
俊
（
昭
33
）

千
葉
　
直
人
（
昭
23
）

10
月
　
小
玉
順
一
郎
（
昭
20

）

清
水
昌
三
郎
（
昭
28
定
）

浅
山
　
正
夫
（
昭
８
）

石
田
　
達
也
（
昭
22
）

田
中
善
太
郎
（
大
12
）

小
熊
　
良
瑩
（
昭
10
）

岩
間
　
建
雄
（
昭
39
）

佐
々
木
　
浩
（
昭
28
）

加
賀
谷
銀
一
（
昭
11
）

猪
股
　
一
也
（
昭
25
）

佐
藤
　
鉄
也
（
昭
40
）

11
月
　
辻
　
　
金
治
（
昭
29
定
）

志
田
　
豊
吉
（
昭
４
）

中
塚
　
真
人
（
昭
40
）

熊
谷
　
節
三
（
昭
28
定
）

石
塚
　
忠
彦
（
昭
38
）

山
信
田
隆
四
（
昭
17
）

村
岡
　
　
昭
（
昭
38
）

喜
多
川
　
武
（
昭
21
）

岡
　
　
睦
夫
（
旧
職
員
）

伊
藤
　
重
秀
（
昭
45
）

12
月
　
境
田
　
　
伝
（
昭
20

）

近
江
　
　
満
（
昭
31
）

小
西
庄
一
郎
（
昭
12
）

和
田
　
吉
雄
（
昭
15
）

宮
澤
　
惟
安
（
昭
23
）

高
橋
　
三
男
（
昭
27
）

哀
悼
（
敬
称
略
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

17
年

８
・
21

通
常
総
会

９
・
５
　
宇
都
宮
支
部
総
会

９
・
16

臨
時
広
報
委
員
会

10
・
４
　
企
画
委
員
会

10
・
11

大
曲
支
部
総
会

10
・
14

財
政
委
員
会

10
・
15

札
幌
支
部
総
会

10
・
19

名
簿
委
員
会

10
・
22

近
畿
支
部
総
会

10
・
26

当
番
年
次
会
議

10
・
29

追
分
三
叉
路
会
総
会

11
・
２
　
汀
友
会
総
会

11
・
４
　
広
報
委
員
会

11
・
14

役
員
会

11
・
19

茨
城
秋
高
会
総
会

11
・
24

本
荘
支
部
総
会

12
・
２
　
理
事
会

18
年

１
・
27

「
同
窓
会
だ
よ
り
」
七

十
八
号
発
行

●
年
次
独
自
の
印
刷
物
を
「
同
窓

会
だ
よ
り
」
に
同
封
し
た
い
場
合

は
、
事
務
局
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

同
窓
会
活
動
活
性
化
対
策
の
一
つ

と
し
て
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク

セ
ス
は
、
予
想
よ
り
若
干
少
な
い

よ
う
で
す
。
ど
う
か
一
度
の
ぞ
い

て
見
て
下
さ
い
。

U
R
L
http://w

w
w
.akitahs-

ob.gr.jp/
●
今
年
度
分
会
費
未
納
の
方
に
は

再
度
「
払
込
取
扱
票
」
を
同
封
し

ま
し
た
。
ど
う
か
ご
協
力
下
さ
い
。

「
だ
よ
り
」
発
行
の
関
係
で
行
き
違

い
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
許
し
下
さ

い
。

●
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
海
林
太
郎
伝

承
会
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
八
月

の
同
窓
会
通
常
総
会
で
入
会
及
び

寄
付
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
左
記
の

伝
承
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
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●
事
務
局
長
交
替
か
ら
早
く
も
一

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

不
慣
れ
の
た
め
色
々
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
今
後
共
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
あ
る
よ

う
に
「
だ
よ
り
」
の
発
行
が
年
三

回
か
ら
二
回
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
読
み
や
す
さ
親
し
み

や
す
さ
と
い
う
点
も
加
味
し
な
が

ら
紙
面
の
サ
イ
ズ
、
構
成
、
内
容

等
に
変
更
を
加
え
、
一
部
カ
ラ
ー

化
も
致
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
改

善
改
良
の
余
地
が
た
く
さ
ん
あ
る

か
と
思
い
ま
す
の
で
「
だ
よ
り
」

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
ご
意
見

を
積
極
的
に
広
報
委
員
会
ま
た
は

事
務
局
に
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

寄
贈
作
品
（
木
彫
）

『
八
郎
太
郎
Ｉ
』
鎌
　
田
　
俊
　
夫
（
昭
38
卒
）

寄
贈
図
書

『
水
の
国
よ
り
』
柴
　
山
　
芳
　
隆
（
昭
36
卒
）

会
務
事
項
報
告

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記


